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とモランはいう O そして、「自己 Cauto).Jという接頭辞の意味をつかむことができなL、かぎ
り、「生物の組織の作り出す自立性は、幻影のように空虚のなかをただょうか、他律的規定に
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強l'といえることから、「認識の問題は不確実性の問題である 70)Jといえる O そして不確実性・
傍倖性・危険性に含まれた環境の中で認識し行動していくためには、どうしても戦略が必要で
ある O そこでモランは、「プログラムと戦略」について述べている O このことは、生きた個体
のもつ自立性を考える上でも非常に重要であると考える。
以下は、プログラムと戦略の相違を表にまとめたものであるO
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